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今年も、 すごく美しい桜が咲き、 満開の桜並木が見られました。
いよいよ「第73回全国ろうあ者大会inいわて」の開催まであと2ヶ月とせまってきた
4月13日（日）第4回実行委員会を開催し、 たくさんのスタッフ皆さんに出席いただきま

した。 ありがとうごさいました。

受付／大会マニコアルを受け取り、ヽヽ

（
 

千葉実行委員長のあいさつ

第3回実行委員会はインフルエンザ感

染のため欠席したことのお詫びもあり

ました。心新たにひとつになって、チ ー

ムワ ー クでがんばろう！ ！ 

渭報保障部の通訳のみなさん

間違って伝わらないように伝える！

大会期間中の【運営マニュアル】の説8月を

真面目に聞きながらメモを書き留めています

□] 
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気仙支部（陸前高田市事業）

“ろうあ者日曜教室
’
'開催しました

R7.3.2（日）に行う予定でしたが、大船渡市山林火災が発生したため、3.30（日）に
延期となりましだ。年度末で慌ただしい状況で、なんとか実施しました。

テーマは 『退を難所開設体験』
14年前の東日本大震災の時の避難所は、各世帯の丸貝えのよう
にプライバシ ー なしの雑魚渥のような空間でしだ。あれから対策
が改善し、パ ー テ ー ションテントがあり間仕切りとなっています。
参加者と一緒にパ ー テ ー ションテントを出して体験したり、段ボ ー

ルベッドを組み立てだり、非常持ち出し袋の中身を確認したりしま
しだ。

峰と量•隋のちかい

：間
非常口標識の種類がある。
①非常口
②避難場所
③避難所

f固人の感想です

講師岩手県立野外活動センタ ー もも （

（ひろたハマラインパ ー ク） 職員
指導員 員田宇絋氏

◎とても勉強になりました。いざという時、自家用車
で避難するつもりで色々と積んでありますが、家族
の写真や食品の賞味期限も再度確認しようと思
います。今日は本当にありがとうございました。

◎貴重な体験ができて良かったです。今後、ど
こかで活かしていきたいと思います。

非常食も美味しかったので準備したいと思い
ます。

®今回の内容は避難所開設体験ということ ｀·.
で、ダンボ ー ルベッドの組立てや非常食の
試食など、初めてのことでしたが、とても勉
強になりました。この前も大船渡の山林災
害があったばかり、色々な場所で、色々な
災害が起こる可能性があり、他人事と思
わずに

｀
自分 ＇もいつも備えておかなくてはと

思いました。 災害への備え！

m

 



℃ 非常食の試食
わかめご飯、五目ご飯、山菜おこわ、ドライカレー 、チキンライス、

保存用乾パンなど

トイレ or 女性用控室等 凸つ
△緊急簡易トイレ（非常用トイレセット）水が無く

ても、付属の凝固剤でしっかり固められます。

ゃ 段ボ ー ルベッド
意外と潰れませんょ～&100％の体重までは大丈夫らしい6

スト；；クする

口 ー リングストック法 ＾
 

ヽ

みなさん、災害は明日起きるかもしれない。

今すぐに備えて、心構えが大事だと思います。

心ロ ー リングストック法
食品を常に 一 定量備蓄するため
の方法です。この方法では、普段
から少し多めに食材を購入し、使
用した分だけ新たに買い足すこ
とで、賞味期限が切れる前に消
費しながら備蓄を維持します．

気仙支部

m
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令和 7 年 4 月～令和 9 年 3 月 各支部・専門部役員紹介

部長 事務局長
部名 会計部長 手話対策部 監事

副部長 事務局員

菊池るり子 大森正章

盛岡 佐藤健司 浅利明子

滝沢巧 千葉妃菜

齋藤 実 岩沢貢

花巻 菊池直子 齋藤 実
（顧問）

岩沢律子l」1原
菊池直子

長谷川公弘 菊池弥生

北上 桑山麻子 古舘浩之 及川政伸

武田章光

菊地エミ子 府金千登勢

胆江 府金 I、、子C二·3 佐閃木真弓

熊谷正浩 千田聖子

ー関 石川 隆 芳賀智美 芳賀誠子
（企画部）

佐藤良子
和賀照視

気仙 田中陽子 休石万記子 柴田紀子

宮古 皆川信子 皆川信子 佐閃木徹

老壮年 佐藤昭男 高橋幸子 葛西のり子
（企画部）

高橋建夫
武田章光

女性 芳賀誠子 休石万記子 桑山麻子
（企画部） 佐藤良子

佐藤美智子

佐藤瞳 松森玲奈
（企画部長）
千葉晟久

青年 角掛早紀 芳賀智美
毘野海翔 （企画部員）
中村輝月 千葉妃菜

囚
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，．一芍否大会in岩手実行委員会事務局だより

営委員会が開かれました．T で

3月23日（日：＼ふれあいランドにて帝8回運営委呉
が開かれまし尼案内雲・ポスター発送、広土

等の経過報告や岩手企匡•特見企亘、手
ついて慌蔀共有し、協請を行い珪した c

合いでは、より呉体5勺な国語が交わされ、大会が近づ
てきているこ......ー：＾こ｝山 9 …ダかツJ'9·- ロ

享芙剖 '1 

\ .. J 

；會：一x-*- *-*- *-*- *-ャ←一 本 一 ＊ 一 x- *- * -* — ;？，； 一 ；十：ー＊ 一 ,.,:

第 4 国実行委員会が闘かれました臼＊

4月13日（日）第4回変行委兵会がスタッフ、運営委呉、多数参加のもと開かれ表し
,•こ，． 爽行委羮長の挨拶に続き、函度行委委長、享務局長より6月12日～15日京での流
れを大会運営マニュアルに沿 ・って朕西がなされ、皆、三葵」な表悔で注目してい表しだ

午後からは各部ごとに、終了時間ギl)ギリまで熱い協讃が交わされました。

* - * — 木 一 キ ー ；ト ー ＊ — ＊ -*- * - * -ォ: - * - * —ー ：ト ー ＊ 一 平 一 ；ら； 一 ＊ 一 ；t：

協賛金、カンパとも大募集中！！目標金額目指し頑張りましょう！！

第73回全国ろうあ者大会in 岩手・盛岡市令i07(2025'.I年6月12日～1

：
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10 11 12 13 履
第73回全国ろ 第73回全国ろ 第73回全国ろ 第73回全国ろ

うあ者大会 うあ者大会 うあ者大会 うあ者大会

（岩手唄盛岡市） （岩手県盛岡市） （岩手県盛岡市） （岩手県盛岡市）

匝
第73回全国ろ

うあ者大会

（岩手嗅盛岡市）

16 17 18 19 20 五

坦 23 24 25 26 27 函
第55回東北ろう

あ者体育大会

（青森）

函 30 

第55回東北ろう

あ者体育大会

9 ・・

（青森）
| | 

いよいよです。第73回全国ろうあ者大会は、21年ぶり2回開催。成功に向けみんなでがんば

りましょう。わからない時は遠慮なくとんとん事務局へ問い合わせくださいますようお願いいたし

ます。第5回実行委員会は5月25巳（日）10時から ふれあいランド岩手で行います。

E3

ア

桜は今年もきれいに満開。
なんか大船渡の桜で思い出して
しまいました。東日本大震災で桜
の枝が折れても花が小さくてき
れいに咲いたのを見て感動。。。
くじけてしまいそうになること

1もありましたが、桜の花はしゃべ
らない（当たり前ですが・・・）「ほら、
頑張るんだ」と、ほんとに励まさ
れたようでした。がんばる！と私
なりにふんばってきたと思いま
す。

月 刊

購読料（年問・郵送料共） 2,500円・1部250円
（会貝の購読料は会飛の中に含む）

郵便振替口座 02370-5-5814 
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縄朱•発行忍レ ー劇臆怯人岩手県訊閻害者齢

1 この会報は岩手県福祉基金の助成を受けて発行しています I
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